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令
和
4
年
度
決
算

令和４年度一般会計・各特別会計決算を認定
町債（借金）現在高61億8557万円（対前年９億1691万円減）
基金（貯金）現在高93億8188万円（対前年　　9807万円増）

一般

会計

　９月定例会は、５日から14日までの10日間開かれ、報告３件、承認１件、令和５年度補正
予算をはじめ議案17件を原案のとおり承認・可決した。また、総務常任委員会に付託された
令和４年度一般会計・各特別会計の歳入歳出決算は全会一致で認定された。一般質問には２人
が立ち、執行部をただした。

一般会計歳入　 66億6636万円

会 計 名

合 計

一 般 会 計 66億6636万円

７億2969万円

１億4215万円

７億2519万円

３億7890万円

8989万円

１億 755万円

88億3975万円

64億7927万円

６億9210万円

１億4215万円

７億1245万円

３億7890万円

１億 648万円

１億8709万円

２億3848万円

3758万円

0万円

0万円

106万円

特

別

会

計

国民健康保険事業勘定

直営診療施設勘定
介護保険事業
簡易水道事業
生活環境施設整備
後期高齢者医療

歳 入 歳 出 差引額

会計別の決算額 単位：万円（端数切捨て）

8989万円

86億 127万円

3758万円

1273万円

町税
４億7534万円
（7.1％）

寄附金
1561万円
（0.2％）

繰入金
２億9101万円
（4.4％）

その他
２億5222万円
（3.8％）

繰越金
１億1803万円
（1.8％）

その他
２億154万円
（3.0％）

地方交付税
34億5532万円
（51.8％）

国庫支出金
８億1037万円
（12.2％）

県支出金
４億6094万円
（6.9％）

自主財源
11億153万円
（16.5％）

依存財源
55億6483万円
（83.5％）

町債
５億8598万円
（8.8％）

道路の開設や公共施設の建
設など、大きな事業を実施
するときに借りる資金。

各種事業を実施
するための県か
らの負担金や補
助金。

各種事業を実施
するための国か
らの負担金や補
助金。

地方税収が不足するため
標準的な行政運営に支障
をきたす自治体に対して、
一定の基準で国から交付
される税金。

収入
66億

6636万円
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簡 易 水 道 事 業

生活環境施設整備

会　計　名 資金不足
比　　率

不足なし

不足なし

20.0％

20.0％

健全化
基　準

財政健全化判断

経営健全化判断

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

健全化判断
比　　　率

指　　　標

赤字なし

赤字なし

  △6.8％

負担なし

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

早期健全化
基　　　準

農林水産業費
３億5578万円
（5.5％）

総務費
11億7680万円
（18.2％）

民生費
９億8453万円
（15.2％）教育費

7億680万円
（10.9％）

公債費
15億1375万円
（23.4％）

土木費
６億9656万円
（10.8％）

消防費
2億5531万円
（3.9％）

衛生費
４億6915万円
（7.2％）

災害復旧費
4509万円
（0.7％）

商工費
２億2200万円
（3.4％）

災害復旧に要する経費。

社会福祉や児童
福祉、老人福祉
などの経費。

役場庁舎や町営住宅の
維持管理、交通安全対
策、選挙などに要する
経費。

町道の改良、維持
管理や県道の改良
事業負担金に要す
る経費。

学校教育をはじ
め、社会教育、
体育行事の運営
に要する経費。

町債（借入金）の返
済に充てる経費。

一般会計歳出　　64億7927万円

議会費
5350万円
（0.8％）

議会活動に要する経費。

予防接種や検診な
どの保健衛生やご
み収集などの経費。

商工業の振興や観光
事業に要する経費。

消
防
施
設
等
の
整
備

に
要
す
る
経
費
。

支出
64億

7927万円

農林水産業を振興す
るための経費。

令
和
4
年
度
決
算
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こ
こ
に
注
目
!!

環境配慮型庁舎を建設

建物の省エネルギー化と太陽光発電の導入で、庁舎のＺＥＢ(ゼブ)化を図る

ＺＥＢ(ゼブ)化による補助金の採択により、１億6900万円獲得

14億2670万円で大旺新洋株式会社高知建築本店が受注

主な建設概要等

構　造　混構造（RC造・鉄骨造・木造）

階　数　地上３階建て

令和６年12月に完成予定

［ＺＥＢ］（ゼロ・エネルギー・ビルの略称）

　建物で使用するエネルギーの収支をゼロに近づける建物。

　省エネ（照明、空調、自然換気等）で使用量を減らし、太陽光発電等での

　エネルギー創出で収支をゼロに近づけ、建物の維持経費を大きく軽減する。

ここに注目！！ここに注目！！ ！ここに注目！！
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行

政

報

告

池田町長

令和６年１月末の竣工を目指す

１８区画を整備予定

令和４年度の財政健全化の状況を報告

実質公債費比率（マイナス 6.8％）など各判断指数

ともに健全な財政状況

健全財政を維持！

「宅地分譲団地造成工事」に着手

行政報告行政報告行政報告

※決算の状況、用語の説明は２～３ページに掲載しています。

移住・定住が期待される津野町姫野々の宅地造成現場



津野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類感染症になったことを受
け、新型コロナウイルス感染症対策業務に係る防疫等作業手当の特例を廃止するため
の改正を行うもの。

津野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正により、当該対策に派遣された職員に
支給される手当の名称が改正されたために改正を行うもの。       
津野町職員定数条例の一部を改正する条例　　
　病気休暇や育児休暇を取得中の職員や、他の地方公共団体等で研修している職員な
どを、職員定数から除外するための改正を行うもの。

津野町国民健康保険事業財政調整基金条例の一部を改正する条例
　津野町国民健康保険事業財政調整基金の積み立て額を決算剰余金の他、予算に定め
る額とし、財政運営の弾力化と透明性を確保するために改正を行うもの。 
令和５年度津野町一般会計補正予算（第６号） 　
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ380万円を増額し、歳入歳出予算の総額
を歳入歳出それぞれ68億 7220万円とする。

令和５年度津野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ事業勘定2784万４千円を増額し、直営
診療施設勘定 36 万６千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ事業勘
定７億6561万９千円、直営診療施設勘定１億5271万３千円とする。

令和５年度津野町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1320万９千円を増額し、歳入歳出予算
の総額を歳入歳出それぞれ７億9810万８千円とする。

令和５年度津野町生活環境施設整備特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ2136万円を増額し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ１億2891万７千円とする。

高知県広域食肉センター事務組合の解散
　令和５年４月から高知県食肉センター株式会社が主体となる新食肉センターの運営
開始に伴い、高知県広域食肉センター事務組合を解散することについて、議会の議決を
求めるもの。

高知県広域食肉センター事務組合の解散に伴う事務承継
　高知市に承継することについて、高知県広域食肉センター事務組合規約第 14 条の
規程により、議会の議決を求めるもの。

津野山広域事務組合規約の一部改正
　地方自治法286条第１項の規定により、津野山広域事務組合規約へ「決算の審査及
び認定」、「組合の解散」、「解散に伴う財産処分」についての定めを追加するため地方自
治法290条の規程により、議会の議決を求めるもの。
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一
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令和５年　第４回　定例議会 令和５年９月５日～９月14日

議案

第29号

議案

第30号

議案

第31号

議案

第32号

議案

第33号

議案

第34号

議案

第35号

議案

第36号

議案

第37号

議案

第38号
令和４年度財政健全化判断比率の報告
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和４年度決算に係る
財政健全化判断比率を、監査委員の意見を付けて議会に報告するもの。
令和４年度資金不足比率の報告
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、令和４年度公営企業会
計決算に係る資金不足比率を、監査委員の意見を付けて議会に報告するもの。

専決処分の報告（町道烏出川倉川線車両損傷事故損害賠償）
　町道烏出川倉川線での車両損傷事故損害賠償額の決定について、令和５年７月 10
日に専決処分したもの。

専決処分の承認（令和５年度津野町一般会計補正予算（第５号））
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ1250万円を増額し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ68億 6840万円とする。
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決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

承
認

報告

第8号

報告

第9号

報告

第10号

承認

第12号

議案

第28号



報告

第1号

報告

第2号

津野町過疎地域持続的発展計画の変更
　「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」の規定により、津
野町過疎地域持続的発展計画を変更するもので、事業計画の事業名に
「火葬場」及び「過疎地域持続的発展特別事業」を追加することについて、
議会の議決を求めるもの。

普通財産の貸付
　風力発電施設、変電所施設及び風力発電施設を活かした地域情報等の
発信施設の敷地として、株式会社葉山風力発電所に貸付するもの。

津野町道の路線の廃止
　道路法第 10 条第１項の規定に基づき町道の１路線を廃止するもの。

津野町道の路線の認定
　道路法第８条第２項の規定に基づき町道の１路線を認定するもの。

津野町新本庁舎建設工事請負契約の締結
　契約の方法：一般競争入札
　契約金額：14 億 2670 万円
　契約の相手方：大旺新洋株式会社　高知建築本店

令和５年度津野町簡易水道監視システム整備工事請負
契約の締結
　契約の方法：公募型プロポーザル方式による随意契約
　契約金額：6050 万円
　契約の相手方：愛知時計電機株式会社　高松営業所

国道 197 号の対岸ルート計画及び県道萩中須崎線の
早期改良を求める決議
　国道 197 号、津野町新土居、西谷口付近における危険箇所を回避する
路線として対岸へのルートを計画することと迂回路となる県道萩中須
崎線の早期改良を求めるもの（13 面に関連記事）
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令和４年度津野町一般会計歳入歳出決算の認定
　歳入 66 億 6635 万 8451 円、歳出 64 億 7926 万 8221 円となった令和４年度
一般会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

令和４年度津野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入８億 7184 万 8778 円、歳出８億 3426 万 1108 円となった令和４年度国民
健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

令和４年度津野町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入歳出それぞれ３億 7890 万 8779 円となった令和４年度簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

令和４年度津野町生活環境施設整備特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入歳出それぞれ 8989 万 7117 円となった令和４年度生活環境施設整備特別会
計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

令和４年度津野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入７億 2519 万 3366 円、歳出７億 1245 万 4617 円となった令和４年度介護
保険事業特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

令和４年度津野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入１億 755 万 297 円、歳出１億 648 万 476 円となった令和４年度後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定を求めるもの。

　認定第１号〜第６号の令和４年度決算は、９月６日に実施された総務・産業建設常任委員会による決算連合審
査会において会計ごとに丁寧な審査を行いました。
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で

よ
り
良
い
品
質
の
庁
舎
を
建
設
願
う
と
同

時
に
、町
内
の
雇
用
で
あ
っ
た
り
資
材
の
供

給
等
に
配
慮
願
う
こ
と
な
ど
を
付
帯
意
見

と
し
、本
議
案
へ
の
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論（
第
43
号
）　

竹
村
　
博
仁

大
型
案
件
は
追
加
で
は

な
く
当
初
提
出
議
案
と

す
る
こ
と
を
求
め
賛
成

す
る
。

議案

第42号

発議

第1号

議案

第43号
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問問

答答

滝山の土砂崩れ今後の対策は

崩壊・防災・強靭化対策へ

問問

答答

災害発生後の周知は？

さまざまに実施

田 中 　 一 孝
たなか　　  かずたか

一

般

質

問

田
中

　

８
月
７
日
深
夜
に
滝
山
の
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。

　

こ
の
場
所
の
危
険
性
は
以
前

か
ら
指
摘
し
て
き
た
。
国
道
197
号

か
ら
須
崎
・
高
知
市
方
面
へ
の

通
勤
通
学
の
人
数
は
。

　

ま
た
、今
後
の
防
災
対
策
は
。

池
田
町
長

　

滝
山
周
辺
は
以
前
か
ら
議
員

や
多
く
の
方
か
ら
指
摘
が
あ
り

県
に
も
要
請
し
て
き
た
。
須
崎
土

木
が
、
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

崩
壊
が
あ
り
、
多
く
の
方
に
影
響

を
与
え
た
。

　

本
町
か
ら
須
崎
方
面
へ
の
通

勤
通
学
は
500
か
ら
700
人
。

　

県
に
対
し
て
道
路
崩
壊
・
防

災
・
強
靭
化
対
策
を
要
望
し
て

い
く
。

田
中

　

今
回
の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て

朝
６
時
に
防
災
無
線
で
放
送
さ

れ
た
が
、
迂
回
路
の
情
報
を
含
め

町
外
へ
は
い
つ
・
ど
の
よ
う
な

方
法
で
周
知
し
た
の
か

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
、
土
砂
災
害

の
道
路
行
政
に
つ
い
て
今
後
の

対
応
を
聞
く
。

池
田
町
長

　

須
崎
土
木
は
か
な
り
の
対
応

を
し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

防
災
無
線
の
活
用
に
つ
い
て
、

そ
の
時
間
帯
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
隣
市
町
に
関
し
て
は
広
域
防

災
の
関
連
で
動
い
て
い
る
が
、
今

回
の
件
を
投
げ
か
け
た
い
。

片側通行している災害現場

滝山の土砂崩れ現場

吉
村
建
設
課
長

　

災
害
発
生
が
深
夜
で
あ
っ
た

が
、
町
外
へ
は
須
崎
土
木
が
様
々

な
方
法
で
周
知
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
国
道
197
号
や
同
439
号
、
県

道
な
ど
計
６
カ
所
で
道
路
情
報

掲
示
板
に
て
表
示
し
た
。

　

県
道
路
課
は
高
速
道
路
・
国

交
省
管
理
の
国
道
や
近
隣
土
木

事
務
所
の
道
路
掲
示
板
に
表
示

を
行
っ
た
。

　

迂
回
路
看
板
表
示
は
午
前
９

時
に
国
道
と
県
道
の
交
差
点
２

カ
所
に
設
置
し
た
。

　

土
砂
崩
れ
を
知
ら
ず
に
来
た

方
が
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
須
崎

土
木
管
内
の
市
町
に
は
情
報
提

供
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
の
対
応

は
各
市
町
判
断
と
な
る
。
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一

般

質

問

規程により、議会の議決を求めるもの。規程により、議会の議決を求めるもの。
問問 新荘川南岸ルートに変更を

答答 新たなバイパスは極めて困難

規程により、議会の議決を求めるもの。規程により、議会の議決を求めるもの。
問問 夢トンネルと県道整備を

答答 トンネルは町道に認定後

田
中

　

床
鍋
倉
川
夢
ト
ン
ネ
ル
は
非

常
に
暗
く
交
通
安
全
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。　

　

８
月
の
土
砂
崩
れ
の
際
に
床

鍋
か
ら
の
県
道
が
迂
回
路
と
な

り
大
渋
滞
が
発
生
し
た
。
県
道
萩

中
須
崎
線
の
整
備
も
県
に
災
害

対
策
と
し
て
強
く
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

池
田
町
長

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
床
鍋
倉
川

線
の
林
道
で
あ
る
の
で
、
改
良
を

見
い
だ
せ
な
い
。

　

町
道
認
定
後
に
適
正
な
管
理

を
行
い
早
急
に
実
施
し
て
い
き

た
い
。

　

県
道
萩
中
須
崎
線
は
今
回
の

災
害
に
お
い
て
、
迂
回
路
と
な
り

大
き
な
渋
滞
が
発
生
し
た
。
県
に

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

池
田
町
長

　

今
後
の
対
策
が
県
か
ら
出
て

く
る
の
で
、
そ
の
情
報
を
も
と
に

町
の
要
望
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

２
車
線
区
間
に
新
た
な
バ
イ

パ
ス
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

吉
村
建
設
課
長

　

今
議
会
で
町
道
に
認
定
さ
れ

れ
ば
、
早
期
に
ト
ン
ネ
ル
点
検
を

行
い
、
照
明
や
内
部
構
造
を
含
め

た
長
寿
命
化
計
画
を
立
て
整
備

計
画
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

田
中

　

滝
山
地
区
は
今
後
も
大
規
模

な
土
砂
崩
れ
が
心
配
さ
れ
る
。

　

国
道
197
号
線
は
災
害
時
の
緊

急
輸
送
路
で
あ
る
。

　

姫
野
々
︵
深
瀬
︶ -

新
土
居
間

の
南
岸
道
路
の
建
設
を
県
や
国

に
陳
情
し
て
は
ど
う
か
。

深
瀬
地
区
を
通
れ
ば
安
全

東倉川側の夢トンネルの入り口
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一

般

質

問

問問 国道 197 号線の改良を

答答 優先度の順に進める

問問 土地収用の見直しを

答答 早急に新基準を

中山　昭英

国道 197 号線の滝山の災害現場

改良された町道　行き違いも楽になった

中
山

　

８
月
の
台
風
で
新
土
居
滝
山

が
土
砂
崩
れ
で
通
行
止
め
と
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
改
良
の
要
望

を
提
起
し
て
き
た
が
、
放
置
さ
れ

て
今
回
の
事
態
と
な
り
危
険
性

の
認
識
と
迂
回
路
の
整
備
の
遅

れ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
災
害
を
機
に
山
崩
れ

対
策
を
講
じ
た
道
路
改
良
を
県

に
強
く
要
望
し
、
町
民
生
活
の
安

定
と
県
内
の
物
流
の
安
定
を
図

る
べ
き
で
は
。

池
田
町
長

　

こ
の
場
所
は
、
複
合
カ
ー
ブ
の

入
っ
た
走
行
に
違
和
感
の
あ
る

カ
ー
ブ
で
あ
る
が
、
改
良
の
判
断

は
県
に
な
る
の
で
強
靭
化
も
含

め
て
県
と
の
協
議
の
中
で
進
め

て
い
く
。

　

国
道
197
号
線
の
期
成
同
盟
会

で
は
布
施
ケ
坂
の
ゆ
ず
り
車
線

や
太
郎
川
公
園
付
近
の
歩
道
新

設
の
要
望
も
あ
り
、
優
先
度
か
ら

順
次
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

中
山

　

道
路
新
設
に
は
、
土
地
の
無
償

提
供
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
谷

入
り
の
土
地
と
、
家
の
密
集
地
で

は
一
律
に
は
い
か
な
い
。

　

国
の
定
め
る
土
地
収
用
は
、

﹁
正
当
な
補
償
﹂
を
支
払
っ
て
取

得
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
事

業
で
は
用
地
費
も
で
る
。
今
後
の

土
地
収
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

実
態
に
応
じ
た
対
応
に
し
な
い

と
町
施
策
の
道
路
新
設
等
に
影

響
が
で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

池
田
町
長

　

道
路
用
地
は
受
益
者
が
確
保

し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
今
後
も

原
則
は
今
ま
で
ど
お
り
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

　

公
共
施
設
の
有
無
や
旧
国
・

県
道
で
地
区
以
外
の
利
用
が
多

い
な
ど
、
姫
野
々
地
区
で
旧
道
と

新
国
道
を
結
ぶ
と
な
れ
ば
受
益

者
を
特
定
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
新

し
い
基
準
を
早
急
に
作
り
、
こ
れ

か
ら
の
道
路
行
政
を
進
め
て
い

き
た
い
。

なかやま　　あきひで



令和５年11月１日発行津野町議会だより（11）

一

般

質

問

問問

重
た
い
、
な
ん
と
か
し
て
!!

答答

教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

宅地分譲団地予定地

通学する児童

中
山

　
近
年
の
諸
物
価
の
値
上
が
り

で
、
70
坪
の
土
地
に
家
を
建
て
る

と
３
千
万
円
を
要
す
る
。

　
マ
イ
ホ
ー
ム
志
向
は
あ
る
が
、

資
金
に
は
限
度
が
あ
る
。
子
育
て

世
帯
に
は
子
ど
も
一
人
に
対
し

て
百
万
円
の
土
地
代
を
減
額
、
町

内
業
者
の
施
工
な
ら
百
万
円
補

助
な
ど
、
経
済
的
支
援
で
移
住
・

定
住
を
助
け
て
は
。

池
田
町
長

　
建
築
に
は
国
、
県
の
支
援
制
度

や
町
の
取
得
奨
励
金
、
10
年
間
0.3

％
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
引
き
下

げ
も
あ
る
。
地
域
経
済
の
観
点
か

ら
町
内
の
工
務
店
が
支
援
制
度

を
活
用
し
て
営
業
し
て
ほ
し
い
。

　
検
討
委
員
会
で
分
譲
の
あ
り

方
に
つ
い
て
議
論
を
始
め
る
の

で
、
住
宅
施
策
の
新
た
な
情
報
も

収
集
し
な
が
ら
進
め
る
。

中
山

　
富
山
県
の
朝
日
町
で
は
、
町
内

の
小
学
６
年
生
と
中
学
生
を
対

象
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
だ
け
を

持
っ
て
通
学
す
る
取
り
組
み
を

試
験
的
に
始
め
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
先
生
の

働
き
方
改
革
と
子
ど
も
た
ち
の

将
来
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
有
効
活
用
が
望
ま
し
い
。

通
学
時
の
荷
物
を
減
ら
す
工
夫

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

久
寿
教
育
長

　
国
も
登
下
校
の
重
荷
の
解
消

に
主
要
教
科
の
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
朝

日
町
は
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
の
検

証
を
し
て
い
る
。

　
津
野
町
も
今
年
度
か
ら
小
学

生
の
英
語
と
中
学
生
の
数
学
で

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
子
ど
も
の
負
担

に
な
ら
な
い
研
究
を
進
め
る
。

問問 造成中の宅地分譲団地での支援は

答答 現状の支援策の周知と、情報収集で！
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委
員
会
報
告

西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
学
ぶ

日
本
一の
議
会
だ
よ
り
に
学
ぶ

総
務・産
業
両
常
任
委
員
会

　

令
和
５
年
８
月
２
日
〜
４
日
、デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
取
り
組
み

及
び
震
災
復
興
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

議
会
だ
よ
り
発
行
調
査
特
別
委
員
会

　

令
和
５
年
８
月
29
日
、令
和
５
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
講
し
た
。翌
30
日
、議
会
だ
よ
り
先
進
地
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
調
査
を
し
た
。

　

福
島
県
西
会
津
町
の
デ
ジ
タ

ル
戦
略
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

企
画
情
報
課
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
　

西
会
津
町
で
は
、令
和
元
年
度

に
第
４
次
西
会
津
町
総
合
計
画

を
策
定
し
、令
和
３
年
度
よ
り
西

会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
中
心
的
役

割
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
情

報
通
信
基
盤
等
を
活
用
し
た
快

適
で
便
利
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
は

じ
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇

用
の
創
出
、
農
林
業
の
生
産
性
・

所
得
の
向
上
、
担
い
手
の
育
成
、

移
住
促
進
、さ
ら
に
教
育
・
保
健
・

医
療
・
福
祉
分
野
な
ど
で
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
、
町

の
将
来
像
「
笑
顔
つ
な
が
り　

夢

ふ
く
ら
む
ま
ち
〜
ず
ー
っ
と
、
西

会
津
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
西
会

津
デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
策
定
し
て
い

る
。

　

西
会
津
町
で
は
、
戦
略
推
進
の

中
心
に
最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者

（
Ｃ
Ｄ
Ｏ
）
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
企
画
情
報
課
内
に
デ
ジ
タ
ル

戦
略
室
を
組
織
し
、
本
戦
略
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。高
齢

化
率
64
．４
％
の
町
が
100
歳
へ
の
挑

戦
と
し
て
取
り
組
む
姿
勢
は
津

野
町
に
と
っ
て
も
学
ぶ
べ
き
事
案

が
多
い
研
修
で
あ
っ
た
。

　

双
葉
町
の
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
を
視
察
し

た
。東
日
本
大
震
災
と
津
波
に
伴

う
原
子
力
災
害
（
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
）
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
未

曾
有
の
災
害
が
も
た
ら
す
現
状
と

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
直
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
発
生

が
予
測
さ
れ
る
災
害
等
に
お
い
て

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
た
。

西会津町視察研修

原子力災害伝承館視察研修

議会広報クリニック受講

寄居町議会視察研修

　

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
講

し
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
の

た
め
に
、見
出
し
、リ
ー
ド
文
、色

使
い
の
見
直
し
な
ど
様
々
な
意
見

を
い
た
だ
い
た
。

　

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
広
報
広

聴
特
別
委
員
会
は
、「
読
ま
れ
な
い

議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
無
し
！
」

を
編
集
方
針
と
し
、
町
民
参
加
、

写
真
を
多
く
使
い
関
心
の
高
い
記

事
を
優
先
し
て
町
民
目
線
で
議

会
だ
よ
り
を
制
作
し
て
い
た
。

　

引
き
続
き
、
委
員
会
で
協
議
し

な
が
ら
多
く
の
住
民
に
読
ん
で
も

ら
え
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
く
。
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※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と

　
心
が
け
て
い
ま
す
。
読
後

　
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お

　
寄
せ
下
さ
い
。

　
〒
７
８
５
ー
０
２
０
１

　
津
野
町
永
野
四
七
一
ー
一
　

津
野
町
役
場
議
会
事
務
局

津
野
町
議
会
だ
よ
り

発
行
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
大
地
　
真
人

副
委
員
長
　
竹
村
　
博
仁

委
　
　
員
　
大
﨑　

芳
章

委
　
　
員
　
中
山
　
昭
英

委
　
　
員
　
高
橋
眞
一
郎

委
　
　
員
　
川
上
　
智
子

キ　

ラ　

リ　

山　

ガ　

ー　

ル

キ　

ラ　

リ　

山　

ガ　

ー　

ル

編
集
後
記

　
産
業
革
命
以
降
、
地
球
の
温
室
ガ
ス
が
急
増
。

そ
れ
に
と
も
な
い
地
球
温
暖
化
が
進
行
。「
そ
ん
な

難
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
ん
け
ど
、
地

球
が
お
か
し
ゅ
う
な
っ
て
き
ゆ
う
こ
と
は
わ
か
ら

あ
よ
」と
聞
く
。今
年
の
夏
は
随
分
と
雨
が
多
か
っ

た
し
、
各
地
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
て
被
害

が
・
・
。

　
台
風
も
年
々
大
型
化
。北
極
の
氷
も
ど
ん
ど
ん

解
け
て
東
南
ア
ジ
ア
の
低
地
は
次
々
と
浸
水
し
て

い
る
。気
象
庁
は
、
被
害
が
出
る
た
び
に
想
定
外
、

想
定
外
で
済
ま
せ
て
い
る
の
が
現
状
。津
野
町
も

被
害
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
か
ら
先
ず
は
備
え
を
。

　
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
大
丈
夫
と
言
わ
れ

た
滝
山
が
あ
の
結
果
で
あ
る
。危
機
管
理
は
あ
ま

り
に
も
広
範
囲
の
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算
で
す
る

事
に
は
限
度
が
あ
る
。ま
ず
は
人
の
命
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
津
野
町

を
つ
く
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
大
﨑
芳
章
）

今
回
は
自
伐
型
林
家
で
活
躍
す
る
大
﨑
笑
美
さ
ん（
床
鍋
）を
紹
介
し
ま
す
。

大
﨑
さ
ん
は
、５
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
る
パ
ワ
フ
ル
マ
マ
で
す
。

お
お
さ
き
え  

み

鳥や虫の声が聴こえる

自然の中での仕事は気

持ちが良いです。

まだまだ分からないことが
あるので、日々勉強です。
旦那のフォローを頑張りた
いです。

家族で集まる（団らん）
時間が好きです。
↑約５年前の写真。
みんなで遊びに行きました。


